
４ 調査問題の活用

【１】年間指導計画に、「調査問題の活用」を位置付ける
調査問題の中から、正答率に課題のあった問題を選択し、年間指導

計画に発展学習扱いとして位置付ける。年間指導計画の展開計画に、

右図の「①調査問題活用シート」と「②チャレンジシート」を色の付

いた紙に印刷して綴っておく。教師が意識して確実に授業で扱い、解

く時間を確保することで、児童自身に身に付けなければならない力を

実感させ、「できる喜び」を味わわせることにつながる。

①調査問題活用シート（教師用）

課題のあった調査問題とその指導のポイントを明記した教師向け

の指導資料である。国や県から出ている各種調査の報告書等をもと

に、学力向上担当者と担任が中心となって自作し、活用している。

②チャレンジシート（児童配付用）

調査問題と解決のヒントを併記した児童向けの配付資料である。

児童がそのまま使うことができる様式で①のシートと併せて利用す

ることで効果が期待される。学力向上担当者と担任を中心として
自作し、活用している。

【２】「関連表」「パワーアップシート」等と連携した活用を図る
県教委作成「関連表」「パワーアップシート」を年間指導計画の冒頭

に差し込み、利活用を図っている。今後は①・②のシートに「パワーア

ップシート」や「レディネスシート」の内容を追記して充実させる。

５ 授業サポーターとの協働による授業実施のための体制づくり

児童の学力向上には学習意欲を向上させる様々な体験活動の充実が必要であり、そのためには、
保護者や地域人材による学校支援ボランティアの活用が大変効果的である。その支援体制を恒常
的に継続していくため、従来のＰＴＡ組織の中に新たに「ボランティア支援部」を設置し、保護
者が自主的に学校の教育活動に
合わせて様々なボランティア活
動ができる組織体制としてい
る。さらに、保護者が協力でき
やすいようにボランティア支援
部内に４種類のチームを設け、
地域人材の協力も得ながら、学
校からの要請に応じて各ボラン
ティアから人材を派遣する仕組
みをとっている。
その中でも、学習意欲を向上させるた

めの活用例として理科の授業における授
業サポーターがある。サポーターは、ビ
オトープの整備や昆虫観察用植物の設置
などの環境構成やゲストティーチャーと
して学習支援を行いながら、児童に体験
的な学びの機会を充実させており、児童
の学習意欲の向上に効果的である。さらに、年２回ボランティア会
議を開催し、学校と各ボランティア組織で活動方針やその内容など
について共通理解することで、学校との協働による学習意欲の向上
のための支援体制を構築している。
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